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論　　文　　の　　要　　旨
　高エネルギー物理の実験から素粒子がコークから成立つことを示す数多くの事実が指摘されてい
る。にもかかわらず、コークが発見されないのは、何かの原因でコークが素粒子内に閉じ込められ
ているためと考えられている。此のコークの閉じ込めは高エネルギー物理の一っの重要な課題であ
る。此のように閉じ込められるのは。コークに“色電荷”があり。その間に強い力が作用し、その
力が特に強いのは一つの“色”から出た力線がtube状になって他の“色”に集申的に吸込まれると
云う説がある。そのようなモデルの一つに超伝導体の磁気的渇糸に類推を求めるNielsen一○1esen
及び南部の解がある。まわりの超伝導電流により磁力線をtube状にして両端のコークを強く結び合
わせようと云う考えである。しかし。此れらの解に、なお欠点があり、数学的に満足なものではな
い。Nie1se吐O1esenの解は無限長であり、又南部はディラックのmonopo王e理論を借用している。
これを解決するには，有限長の磁気的渦糸を与える超伝導電流を、そのまわりにどのように分布さ
せねばならぬかと云う問題に解答しなければならぬ。著者はこの点について，適当なSi㎎u王ar
unitary　mat・ix　Uを導入することにより明快に解決した。無限遠方の境界条件として三つのHiggs
スカラー場をU（λ1／2）U－1，U（λ4／2）U■1，U（λ6／2）U－1とおくことにより，此のスカラー場が所
要の超伝導電流を与え里有限長の磁気的渦糸が得られ，又ウニタリー変換を行うと，丁度南部のディ
ラックのm㎝opo1e理論を用いた解を再現することを示した。現実のコークは三種類の“色電荷”
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を持っていると信ぜられているので，㎜ltary　matrixとしてヨSU（3）群の㎜itary　mathxをとら
ねばならぬ。従ってS　U（3）群（非可換）ゲージ場の“有限長の磁気的渦糸”解を求めたことになる。
Nie1sen－O1esenのS　U（2）群無限長解，南部のU一（1麟の有限長の解に対して里著者は里現実にコーク
の閉じ込めに必要な解を求めたことになる。SU（3鮮のrankが2であることに対応して、二種類
の“磁気的渦糸”が存在し、此によりコークが閉じ込められることを示した。磁気渦糸のエネルギー
は長さに比例する。単独のコークは無限遠迄延びた渦糸を伴っているので、エネルギーが無限大に
なり不安定になり、叉申間子のように渦糸がコークから出て，反コークに入る場合の方が。かえっ
て安定になることが示された。核子に対応するY型，ハ型の解も求められた。此の理論は，他の理
論では導けない双対共鳴模型が容易に導けることを示した。ここに磁気的渦糸によるコークの閉じ
込めの問題は理論的には完全に検討された。
審　　査　　の　　要　　旨
　Higgsスカラー場の無限遠方の境界条件を適当におくことにより、S　U（3）ゲージ場の有限長の磁
気渦糸解が求められた。此はNle！se阯○1ese篶。南部の解の数学的精密化である。此の解により、
コーク間にtube状にカ線が集申するため強い力が働き、コークの閉じ込めが可能となり，単独のコー
クは不安定になることが示された。ここではコークを“色無し”状態に閉じ込めることを示したに
止り。広く信ぜられている身コークをSU（3）sing1et状態に閉じ込めたのではないが、その違いは
実験的に判定される可能性がある。
　有限長の解を見出したことによりヨ始めて磁気渦糸によるコークの閉じ込めの議論が可能となり，
素粒子物理学の発展に寄与したと思われる。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるのに十分な資格があるものと認める。
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